
 

 

 

令和５年１２月号① 

墨田区立本所中学校 

校長 松 井  隆 

校 訓 『学びあう』   
百年人生で生涯学習の時代です。学びあうことは、可能性を開花するとともに、どん

な困難をも克服して、明るい社会と幸福な人生につながります。 墨田区立本所中学校 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

主体的に学ぶ 
昔、数学者のデカルトとい

う人が、読書ばかりしている

と無知になると言いました。

なぜか。それは、本を読んで

ばかりで自分で考えること

をしない人は、筆者に考える

ことを任せてしまい、自分で

は何も考えなくなってしま

う。だから、自分で考えるこ

とをしないで、本を読んでば

かりいると無知になると言

うのです。 

また、皆さんは、授業で先

生の説明を聴いて、ああ、分

かった、簡単だと思った事柄

が、いざ、テストに出題され

ると、自分では簡単だった筈

の、その事柄が実は全く分か

ってなく、その問題が全く解

けなかったという経験はあ

りませんか。同じような経験

をアメリカの学生がしてい

ます。著名な物理学者である

ファインマン教授の講義を

受けている学生たちが、ファ

インマン教授の講義を聴い

ていると、どんなに難解と思

える物理理論でも容易に理

解できる。簡単だ、分かった

と思って、その事柄に関する

単位修得の試験を受けてみ

ると、なぜだか全く解けない。

そういう学生が続出しまし

た。それは、学生がファイン

マン教授の上手な説明を聴

いている中、考えることをフ

ァインマン教授に委ねてし

まい、自分自身では考えなく

なってしまった。だから、学

生たちに、その理論が定着し

ていなかったのです。ちなみ

に、ファインマン教授は、新

たな論文を読む時、ブツブツ

と独り言を唱えながら熟読

したと言われます。なぜかと

いうと、論文を読む時、その

論文の内容を、人に説明する

ようにブツブツと言いなが

ら、読み進めるとよく理解で

きるからでした。 

 ２１世紀はＡＩの時代で

す。ＡＩは便利な道具です。

しかし、ＡＩはあくまでも人

間が使う道具であって、人間

はＡＩに使われる道具では

ありません。そのためには、

人間は主体的に自分で考え

ることを忘れてはなりませ

ん。中学生にとって、日々、

学校の学習においてもそう

です。学びあいながら、最後

は自分で考えることが大切

です。  【校長講話抜粋】

 

本中だより 

生成ＡＩ時代、人間は、主体的に考えながら学ぶこと

がますます重要です。「今の若い人たちにいちばん必要な

のは、自分で物を考える習慣を付けることだ。」これを英

語で言ってみましょう。答えは裏面にあります。 

教育目標 『心豊かな たくましい本中生を育成すること』 

《心豊かに たくましく》 
豊かな感性と思いやりの心を培う文武両道の学力向上校を目指します。本校は、人間

尊重の精神と社会貢献の精神を基調として、知徳体の志ある人間教育を眼目に、品格あ

る学校、静かな学校、きれいな学校、そして、今までできなかったことができるように

なる学校を具現化します。そこで、持続可能な知識基盤社会において活躍し幸福な百年

人生を実現するとともに、心豊かな人間性とたくましく生き抜く力をもった本中生を育

成していきます。そのためには、次の３つの言葉を要とします。 

改革；自己改革の情熱と、向上し挑戦する心 

真理；真実を学ぶ心と、誠実な心 

和合；和みのある豊かな感性と、思いやりの心 



 

 

○１２月の主な予定をお知らせします 

 

１日（金）三者面談④（全） 

２日（土）土曜授業⑧、救命急救講習（1） 

学校運営連絡協議会 

３日（日）すみだ教室 

４日（月）〈全校朝礼〉報告会・表彰 

三者面談終⑤（全） 

 ６日（水）〈昼清掃〉 

 ７日（木）区球技大会（６組） 

 ８日（金）校外学習（１、６組） 

      スキー移動教室保護者説明会

（２、６組） 

１１日（月）〈①路上生活者授業〉 

１３日（水）専門委員会、〈昼清掃〉 

      スキ－移動教室サイズ合わせ

（２、６組） 

１７日（日）ESAT－J（予備日） 

１８日（月）生徒会朝礼、基礎確認テスト(3) 

１９日（火）伝統音楽鑑賞教室（1，6 組） 

２０日（水）〈昼清掃〉中学生区議会 

２２日（金）大掃除 

２５日（月）冬季休業前指導、安全指導 

２６日（火）冬季休業始 

○令和 6 年（2024 年） 

１月の主な予定をお知らせします 

１日（月）元日 

７日（日）冬季休業日終 

 ８日（月）成人の日 

９日（火）冬季休業日後指導 

１０日（水）いじめ防止授業、昼清掃 

１２日（金）オーケストラ鑑賞教室(2) 

１４日（日）すみだ教室 

１５日（月）生徒会朝礼、受験壮行会 

      基礎確認テスト(1，2)  

１６日（火）避難訓練、連合展覧会始 

１７日（水）昼清掃 

１９日（金）英検➌ 

２０日（土）土曜授業⑨,救命救急講習（1,6組) 

２１日（日）すみだ教室 

２２日（月）連合展覧会終、学力調査(1，2) 

２３日（火）移動教室事前健康相談（2，6組） 

２４日（水）専門委員会、昼清掃 

２６日（金）都立推薦入試 1日目 

２７日（土）都立推薦入試２日目 

２９日（月）移動教室前日指導(2，特 2) 

３０日（火）移動教室始(2･特 2)  

３１日（水）移動教室(2･特 2) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

What is most necessary for young men today is to develop the habit of 

thinking for themselves.                               
(今の若い人たちにいちばん必要なのは、自分で物を考える習慣を付けることだ) 

◎いじめは、いつでも誰にでも起こり得ることを前提とし２４時間対応のいじめ電話相談窓口が開設

されています。すみだスクールサポ－トセンター電話０３－３６１３－０１２７です。いじ

め問題に関する相談ができます。勇気を出して相談をしてください。さらに、『どんな小さなこと

でも心配・不安・悩みがある時は一人で悩まず、相談しましょう』「TOKYOほっとメッセ－ジチャン

ネル」(https://ijime.metro.tokyo.lg.jp/message/)にも相談できます。 

◎Society(ソサエティ)5.0 の情報安全に備えて 
これからの社会での情報の危険性に鑑み、中学校段階では、本校は SNS をしないことをルールとしています。し

かし、卒業後、高度情報社会の大波を受けることは必至です。そこで、情報安全のための心構えや身構えを、今から

しっかり作っておく必要があります。次のことに留意しトラブルを防止しましょう。 

その１、まぎらわしい言葉を使わない インターネットや SNSは、直接話さないので、相手の意図

が伝わりにくい。そのため、普段から言葉を正しく使う習慣を身に付け、十分に気を付けましょう。 

その２、文章を考えてから送信する 一時の感情に任せて情報発信をしてしまうと、取り返しがつ

かなくなる場合があります。文章を送る際には少なくとも読み直しをするなど、『ゆとり』をも持ち

ましょう。 

その３、保護者とのルールを作る インターネット、SNS のトラブルは、未成年者だけでは解決で

きない場合があります。危機回避の点からも、普段から保護者とよく話し合い、しっかりとしたルー

ルを決めましょう。 

その４、既読無視されても気にしない 既読無視は、相手を傷付け精神的なストレスにつがること

があります。しかし、相手にもいろいろな事情があることを頭に入れて冷静に対応していきましょ

う。以上のことをしっかり考えて、トラブルに巻き込まれないようにするため、正しくインターネッ

トを使う心構えや身構えを養いましょう。 

◎インターネットを使う上でも人の悪口を言わない・だまされないことが肝心 

https://ijime.metro.tokyo.lg.jp/message/

